
平成２７年（２０１５年）２月１３日発行 （２４５号）　 　－４－市 議 会 だ よ り

自由民主党小金井市議団
日本共産党小金井市議団
小金井市議会公明党
小金井市議会民主党
リベラル保守の会
生活者ネットワーク
改革連合
市民自治こがねい
こがねい市民会議
小金井をおもしろくする会

（自民党小金井）
（日本共産党）
（公　 明　 党）
（市議会民主党）
（リベラル保守）
（生活者ネット）
（改 革 連 合）
（市 民 自 治）
（市 民 会 議）
（こ が お も）

会
派
の
略
称※原稿は市長部局の答弁も含めて各議員が作成しています。

一 般 質 問 （４面～７面）
１２月２日、３日、４日、５日

小
林
正
樹
（
公
明
党
）

　

虚
民
生
委
員
の
負
担
増
及
び
欠
員

の
課
題
は
改
善
が
進
ま
な
い
。
契
民

生
委
員
の
役
割
に
つ
い
て
整
理
を
す

る
と
と
も
に
、
自
治
会
の
加
入
率
を

上
げ
る
な
ど
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

高
め
る
こ
と
で
、
負
担
軽
減
に
つ
な

が
る
の
で
は
。
形
仕
事
を
体
験
し
て

も
ら
っ
て
か
ら
正
式
委
員
に
な
っ
て

い
た
だ
く
な
ど
、
民
生
・
児
童
委
員

協
力
員
制
度
を
有
効
活
用
す
る
こ
と

で
、
欠
員
問
題
の
解
決
を
図
ら
な
い

か
。
径
民
生
委
員
を
支
え
る
庁
内
横

断
サ
ポ
ー
ト
会
議
を
設
置
し
、
組
織

を
ま
た
が
る
課
題
解
決
の
情
報
共
有

が
で
き
な
い
か
。

　

福
祉
保
健
部
長　

契
地
域
の
人
た

ち
が
共
に
地
域
の
こ
と
を
考
え
る
環

境
の
構
築
が
必
要
で
あ
る
。
形
今
後

積
極
的
に
活
用
し
た
い
。
径
ど
う
い

民
生
委
員
の
体
制
強
化
を

民
生
委
員
の
体
制
強
化
を
／／

生
涯
学
習
の
充
実

生
涯
学
習
の
充
実
をを

う
方
向
で
進
め
ら
れ
る
か
考
え
た
い
。

　

許
イ
キ
イ
キ
と
し
た
ま
ち
づ
く
り

を
す
る
た
め
に
、
学
ぶ
意
欲
と
伝
え

た
い
意
欲
が
盛
ん
な
地
域
性
を
活
か

し
て
、
各
務
原
市
の
木
曽
川
ア
カ
デ

ミ
ー
を
参
考
に
、
市
民
や
大
学
等
の

講
座
と
連
携
し
た
生
涯
学
習
の
充
実

が
望
ま
れ
る
。
様
々
な
講
座
を
集
め

た
冊
子
の
作
成
や
講
習
の
単
位
認
定

制
度
の
導
入
を
し
な
い
か
。

　

生
涯
学
習
部
長　

情
報
が
分
散
し

て
い
る
現
実
が
あ
る
。
総
合
冊
子
は

非
常
に
有
効
な
手
段
と
考
え
る
の
で

参
考
に
し
た
い
。
単
位
認
定
制
度
に

つ
い
て
は
研
究
に
努
め
た
い
。

五
十
嵐
京
子
（
改
革
連
合
）

　

虚
中
央
教
育
審
議
会
で
は
小
中
一

貫
教
育
の
制
度
化
を
求
め
る
答
申
案

を
示
し
、
早
け
れ
ば
市
町
村
は
２
０

１
６
年
度
か
ら
導
入
で
き
る
と
さ
れ

て
い
る
。
契
こ
う
し
た
国
の
動
き
に

対
す
る
小
金
井
市
教
育
委
員
会
の
見

解
は
。
形
小
金
井
市
と
し
て
も
具
体

的
に
一
歩
踏
み
出
す
の
か
。

　

学
校
教
育
部
長　

契
小
学
校
か
ら

中
学
校
に
進
学
す
る
際
の
接
続
を
円

滑
に
す
る
こ
と
が
背
景
に
あ
る
。
現

状
、
小
中
学
校
の
交
流
・
連
携
は
行

っ
て
い
る
。
形
小
中
学
校
の
一
層
の

連
携
に
努
め
な
が
ら
、
研
究
し
た
い
。

　

教
育
長　

契
小
中
学
校
連
携
の
重

要
性
は
感
じ
る
が
、
大
き
な
成
果
が

出
た
と
の
報
告
は
１
割
程
度
で
、
課

題
は
大
き
い
。
先
進
事
例
を
研
究
し

な
が
ら
、
小
金
井
市
に
適
切
な
方
策

を
研
究
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

許
小
金
井
の
歴
史
を
広
く
知
っ
て

い
た
だ
く
た
め
に
。
契
市
史
編
さ
ん

の
進
捗
状
況
は
。
形
小
金
井
の
古
代

か
ら
戦
前
ま
で
の
歴
史
の
ポ
イ
ン
ト

を
紹
介
す
る
学
校
の
副
読
本
を
作
成

し
な
い
か
。
径
市
民
に
も
分
か
り
や

す
い
歴
史
の
冊
子
を
作
ら
な
い
か
。

　

生
涯
学
習
部
長　

契
平
成　

年
度

３０

で
の
通
史
編
の
発
行
が
目
標
。
径

「
小
金
井
市
の
歴
史
散
歩
」
を
改
訂

す
る
予
定
。
意
見
を
参
考
に
し
た
い
。

　

学
校
教
育
部
長　

形
学
習
指
導
要

領
の
内
容
を
踏
ま
え
な
が
ら
研
究
を

進
め
た
い
。

鈴
木
成
夫
（
市
議
会
民
主
党
）

　

虚
ソ
ー
シ
ャ
ル
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ

ン
（
社
会
的
包
摂
＝
市
民
の
孤
立
と

排
除
を
な
く
し
て
い
く
理
念
）
に
つ

い
て
、
市
の
考
え
を
問
う
。

　

企
画
財
政
部
長　

ソ
ー
シ
ャ
ル
イ

ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
に
係
る
施
策
は
現

時
点
で
も
一
定
程
度
取
り
込
ま
れ
て

い
る
。
最
上
位
計
画
の
第
４
次
基
本

構
想
を
大
き
く
変
え
る
予
定
は
な
い

が
、
後
期
基
本
計
画
期
間
中
に
も
市

民
の
孤
立
や
排
除
を
な
く
す
た
め
、

各
施
策
の
中
で
、
共
生
社
会
の
推
進

を
通
し
て
十
分
に
対
応
し
た
い
。

　

許
児
童
福
祉
審
議
会
答
申
の
検
証

と
、
残
さ
れ
た
課
題
解
消
の
取
組
は

行
わ
れ
て
い
る
か
。

　

子
ど
も
家
庭
部
長　

答
申
は
そ
の

後
、
第
３
次
行
財
政
改
革
大
綱
に
位

置
付
け
ら
れ
、
ピ
ノ
キ
オ
幼
児
園
、

市
民
の
孤
立
と
排
除

市
民
の
孤
立
と
排
除
をを

な
く
す
た
め
の
理
念
を
問

な
く
す
た
め
の
理
念
を
問
うう

小
中
一
貫
教
育
へ

小
中
一
貫
教
育
へ
のの

教
育
委
員
会
の
見
解
を
問

教
育
委
員
会
の
見
解
を
問
うう

学
童
保
育
業
務
に
つ
い
て
は
一
定
の

方
向
で
進
め
ら
れ
て
い
る
。
保
育
料

見
直
し
の
必
要
性
も
位
置
付
け
ら
れ
、

改
定
は
適
正
な
時
期
に
検
討
し
て
い

き
た
い
。
保
育
業
務
の
見
直
し
に
つ

い
て
は
、
平
成　

年　

月
に
公
立
保

２５

１１

育
園
運
営
審
議
会
を
設
置
し
、
公
立

保
育
園
に
お
け
る
保
育
サ
ー
ビ
ス
の

現
状
確
認
と
評
価
、
保
護
者
が
求
め

る
保
育
事
業
等
に
つ
い
て
協
議
し
て

い
る
。
公
立
保
育
園
の
役
割
等
を
丁

寧
に
協
議
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
、

公
立
保
育
園
以
外
の
施
設
の
方
の
意

見
、
ま
た
、
市
民
の
意
見
を
い
た
だ

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

百
瀬
和
浩
（
リ
ベ
ラ
ル
保
守
）

　

学
校
教
育
は
基
礎
自
治
体
が
取
り

組
む
最
も
重
要
な
事
業
の
ひ
と
つ
で

あ
り
、
教
育
環
境
や
現
場
に
求
め
ら

れ
る
質
は
、
社
会
情
勢
や
技
術
革
新

な
ど
で
変
化
し
続
け
る
も
の
で
あ
る
。

契
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
普
及
に
よ
り
Ｉ

Ｃ
Ｔ
技
術
を
教
育
現
場
に
ど
う
活
か

し
て
い
く
の
か
。
形
Ｊ
Ｒ
中
央
線
の

高
架
化
事
業
が
終
わ
り
南
北
の
分
断

が
解
消
さ
れ
た
今
、
学
校
規
模
の
適

正
化
の
観
点
か
ら
学
区
の
見
直
し
や

自
由
化
が
あ
っ
て
も
し
か
る
べ
き
と

考
え
る
が
、
い
か
が
か
。

　

学
校
教
育
部
長　

契
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術

を
導
入
し
た
か
ら
授
業
が
良
く
な
っ

た
の
で
は
な
く
、
専
門
性
が
高
く
指

導
力
の
あ
る
教
員
が
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を

活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
授
業
が
変

わ
り
、
学
び
方
が
変
わ
る
と
理
解
し

小
金
井
の
公
教
育

小
金
井
の
公
教
育
のの

更
な
る
発
展
の
た
め

更
な
る
発
展
の
た
め
にに

て
い
る
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
導
入
し
、

変
え
て
い
く
と
こ
ろ
は
大
胆
に
変
え
、

変
え
て
は
い
け
な
い
と
こ
ろ
は
従
来

ど
お
り
指
導
す
る
。
変
え
る
と
こ
ろ

と
変
え
な
い
と
こ
ろ
を
見
極
め
た
い
。

　

教
育
長　

形
学
区
の
完
全
自
由
化

は
基
本
的
に
間
違
っ
て
い
る
。
学
校

文
化
と
は
、
伝
統
や
文
化
を
大
切
に

自
分
の
育
っ
た
学
校
に
誇
り
を
持
つ

こ
と
で
あ
る
。
地
域
全
体
で
子
ど
も

た
ち
を
見
守
り
育
て
る
風
潮
を
更
に

充
実
さ
せ
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

■
そ
の
他
、
教
育
現
場
の
安
全
性
、

学
校
施
設
の
健
全
化
、
自
然
保
護
戦

略
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

宮
下　

誠
（
公
明
党
）

　

災
害
時
要
援
護
者
の
支
援
に
つ
い

て
、
モ
デ
ル
地
区
推
進
事
業
が
行
わ

れ
て
い
る
。
契
ま
だ
こ
の
制
度
自
体
、

住
民
に
は
十
分
理
解
さ
れ
て
い
な
い
。

行
政
と
し
て
、
も
っ
と
き
め
細
か
な
、

そ
し
て
丁
寧
な
説
明
会
を
数
多
く
開

催
し
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。
モ

デ
ル
地
域
の
成
功
例
を
一
つ
一
つ
積

み
上
げ
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
。
形

消
防
庁
の
取
組
で
、
自
治
会
と
連
携

し
て
防
火
防
災
診
断
を
進
め
て
い
る

先
進
事
例
が
あ
る
。
災
害
時
要
援
護

者
支
援
プ
ラ
ン
の
道
筋
を
つ
け
る
意

味
で
、
ア
ク
シ
ョ
ン
を
と
ら
な
い
か
。

　

福
祉
保
健
部
長　

契
市
報
へ
の
分

か
り
や
す
い
掲
載
の
仕
方
や
、
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
作
成
や
配
布
、
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
方
法
な
ど
、
今

後
も
研
究
し
て
い
き
た
い
。
で
き
る

災
害
時
の
地
域
に
お
け

災
害
時
の
地
域
に
お
け
るる

共
助
の
取
組
に
つ
い

共
助
の
取
組
に
つ
い
てて

限
り
多
く
市
報
に
掲
載
し
、
市
政
だ

よ
り
等
の
活
用
に
も
努
め
た
い
。
や

は
り
、
何
回
で
も
地
域
の
会
合
等
へ

出
向
き
、
説
明
を
尽
く
し
質
問
に
答

え
る
こ
と
が
効
果
的
だ
と
思
う
。
納

得
い
た
だ
く
ま
で
足
を
運
び
た
い
。

　

危
機
管
理
担
当
部
長　

形
同
事
業

は
小
金
井
消
防
署
か
ら
も
紹
介
さ
れ

て
い
る
。
地
域
へ
の
発
信
に
つ
い
て

は
、
機
会
が
あ
る
ご
と
に
行
っ
て
い

る
。
よ
り
良
い
支
援
体
制
の
構
築
に

向
け
引
き
続
き
対
応
し
て
い
き
た
い
。

■
そ
の
他
、「
安
心
し
て
名
簿
を
作

れ
る
環
境
づ
く
り
」
を
提
案
し
ま
し

た
。

関
根
優
司
（
日
本
共
産
党
）

　

教
育
委
員
会
制
度
改
定
に
つ
い
て
、

契
ア
ン
ケ
ー
ト
、
意
見
交
換
会
、
施

設
訪
問
等
、
教
育
委
員
会
が
直
接
住

民
・
子
ど
も
・
保
護
者
の
意
見
を
つ

か
む
場
の
設
定
を
。
形
専
用
の
机
や

パ
ソ
コ
ン
な
ど
教
育
委
員
会
が
活
動

す
る
条
件
整
備
を
。
径
教
育
委
員
の

選
任
に
多
様
な
民
意
を
反
映
で
き
る

よ
う
配
慮
を
。
恵
最
高
裁
判
所
の
判

例
の
と
お
り
、
教
育
へ
行
政
が
介
入

す
る
こ
と
は
抑
制
的
で
あ
る
べ
き
で

は
。
慶
市
長
が
定
め
る
教
育
に
関
す

る
「
大
綱
」
は
、
教
育
委
員
会
と
協

議
が
整
わ
な
い
も
の
で
も
教
育
委
員

会
は
意
を
払
わ
な
く
て
よ
い
。「
総

合
教
育
会
議
」
は
人
事
や
教
科
書
を

協
議
事
項
と
す
べ
き
で
は
な
い
の
で

は
。
慧
過
度
な
競
争
は
良
く
な
い
の

で
は
。

教
育
委
員
会
制
度
改

教
育
委
員
会
制
度
改
定定

へ
の
対
応
を
問

へ
の
対
応
を
問
うう

　

学
校
教
育
部
長　

契
地
域
住
民
の

民
意
を
反
映
し
て
い
く
こ
と
は
大
切
。

形
可
能
な
範
囲
で
引
き
続
き
努
力
し

て
い
き
た
い
。
径
教
育
委
員
は
、
法

改
定
後
も
専
門
家
の
み
で
な
く
広
く

社
会
常
識
や
住
民
の
ニ
ー
ズ
を
反
映

で
き
る
レ
イ
マ
ン
（
一
般
市
民
）
で

あ
る
。
恵
各
学
校
で
策
定
さ
れ
る
教

育
課
程
、
自
主
的
取
組
を
尊
重
す
る
。

慶「
大
綱
」は
市
長
と
教
育
委
員
会
が

調
整
を
尽
く
し
、
市
長
が
策
定
す
る
。

「
総
合
教
育
会
議
」
は
、
人
事
・
教

科
書
な
ど
政
治
的
中
立
性
の
要
請
が

高
い
事
項
に
つ
い
て
は
協
議
事
項
に

し
な
い
。
慧
十
分
な
配
慮
を
し
た
い
。


